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編集後記

人間科学部紀要21号 をお届けいた します。空前の酷暑の中、原稿執筆に携われ、

力作をご投稿いただきました各位に厚 く御礼申し上げます。

本学部紀要は、学部創設第3年 目(1975年)に 刊行を開始 し、以来、20年 にわ

た り、人間科学の新たな構築を目指 して創造的かつ意欲的に展開された研究への

取 り組みの成果を公表する役割を果たしてきました。本号では、末尾に、この間

の全掲載論文の題名及び執筆者名一覧を付 し、その足跡をふ りかえることにいた

しました。

本年度末をもちまして、定年 ご退官の4教 授を初めとして多 くの先生がたが本

学部を去られます。長年にわた り学部の教育研究体勢の基盤整備に誠心ご尽力 く

ださいまして有 り難 うございました。ご健康とますますのご活躍を祈 ります。
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